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シームレスがん医療・支援学 古庄　知己

Seamless Cancer Management 　

1 不定期 ･不定期

　 講義

該当

(1)授業の達成目標 【ディプロマ･ポリシー】授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔

ＭＳ２６カリ(医科学)･医科, ＭＳ２５カリ(医科学)･医科, ＭＳ２４カリ(医科学)･医科

【研究科共通】医学、保健学および関連諸科学の研究に対する 県内で活躍する多職種のがん医療専門家からのレクチャーを通
理解に基づいた高度な倫理性を持ち、科学的基盤に基づいて医 じて、がん患者および家族をシームレスに支える体制を理解し、
療、医学研究もしくは教育を実践できる。 将来専門家の一人として実践できる。

⇔

ＭＳ２６カリ(医科学)･医科, ＭＳ２５カリ(医科学)･医科

【医科学】豊かな人間性とコミュニケーション能力を身につけ、 多職種の専門家との交流を通じて、豊かな人間性とコミュニケ
国内外に自らの成果を発信できる。 ーション能力を醸成する。

⇔

【医科学】生涯にわたって課題を探求し、自らの能力・専門性 卒業した後も、認定遺伝カウンセラーとして、多職種の専門家
を高めることができる。 に敬意を持ち、良好な連携を築き、自らの専門性を高める。

⇔

(2)授業の概要 ・シームレスがん医療・支援学セミナー

(3)達成目標（一
般学習目標ＧＩ
Ｏ）

・診断から治療・終末期医療まで質の高い医療を地域でシームレスに行う多施設・多職種連携医療につ
いて学ぶ。

(4)達成目標（個
別行動目標ＳＢ
Ｏｓ）

・がん医療における多施設・多職種連携医療の実際（AYA世代支援、緩和ケア、ピアサポートなど）につ
いて概説できる。

(5)授業計画 ・シームレスがん医療・支援学セミナー（がん患者への医療・支援を行う多施設・多職種の関係者によ
るレクチャー）、信州大学医学部附属病院内で開催される各種セミナー（キャンサーボード等）への参
加（講義：1時間x15回）

(6)授業の進め方 講義

(7)履修上の注意
・事前事後学習
の内容

担当教員より指示

(8)成績評価の方
法

レポート：「可」以上

(9)成績評価の基
準

(i) 問題の設定が適切であり，(ii) その問題の背景を説明できており，(iii) その問題にどのような課
題があるのかを指摘できており，(iv) それらの課題に対して既存の学説が提示する解決法が適切に把握
できており，(v) その上で自分の見解を提示できており，かつ，教員を感心させるレベルにあれば「卓
越している（秀）」。(i) から (v)の５項目を満たしていれば「かなり上にある（優）」。４項目まで
できていれば「やや上にある（良）」。３項目までできていれば「水準にある(可)」。

(10)学生へのメッ
セージ並びに質
問，相談への対
応

古庄　知己　他
遺伝医学教室（内線5207）

【テキスト，教
材，参考書】


